
【令和８年４月】福祉課地域福祉係
入庁１８年目（事務職員男性４１歳）

現在、福祉課地域福祉係に配属されています。
主な仕事としては、災害時の避難所開設や、
介護が必要な方それぞれに対して避難計画を作成する等、
災害に関わることが多いです。最近は梅雨末期の大雨や台風等の災害に見舞われることが多く、
避難所を開設する機会も増え、この仕事の重要性を日々感じているところです。
福祉の仕事は、地域住民のセーフティネットとしての役割を持つものが多く、
人を守りたい、助けてあげたいと思う人にとってはやりがいのある仕事だと思います。

現在の仕事内容・やりがい

若い方が多く、男女の比率もそこまで差がないので、
気軽に話をしやすい環境が整っています。
休みの調整もしやすく、たまに飲み会を開催したりしな
がら親睦を深めています。また、福祉課は３つの係に
分かれていますが、係間でも気兼ねなく話ができ、
明るい雰囲気の職場だと感じています。

職場の雰囲気

06：00 起床・準備
08：00 自家用車で出勤
08：30 出勤（メールのチェック）
10：30 個別避難計画聴取
12：15 昼休み
13：00 事務処理
15：00 個別避難計画聴取（訪問）
17：30 退庁
18：00 帰宅

夕食・入浴・子どもの宿題確認
21：00 アプリでドラマの視聴と、

合間に洗濯
23：00 就寝

ある１日のスケジュール



退勤後は家族との時間を大事にしています。子どもの習い事の送迎をしたり、
家族で食卓を囲んだり、家事をしたり、バタバタすることも多いですが、
ドラマを見たりして自分の時間も作れるので、充実しています。

休日は家族でドライブに出かけたり公園へ行ったりして
過ごしています。たまに日帰り旅行に出かけることもあります。

退勤後や休日の過ごし方

市役所の仕事は多岐にわたります。
様々な経験をすることで、物事の捉え方が多角的になり、
理解力が上がることを実感できます。
自分の得意なことを発見できるチャンスかもしれません。
皆さんと一緒に働けることを楽しみにしています！！

受験生へのメッセージ

入庁後すぐに配属されたところは庄内地域振興課という課でした。
主に観光関係と環境関係を兼務する係だったので、
地域の困りごとの手助けをしたり、祭りの準備・運営をしたり、
幅広い仕事を担っていて想像とは違ったので驚くことが多かったと
記憶しています。その後も多くの課へ異動しましたが、
市役所の仕事は本当に色々なことをしなければいけないので、
大変ではありますが、やりがいも感じられる仕事だと感じました。

入庁前後のギャップ


